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講義名 健康心理学

学部専門科目科目区分

銅直　優子担当教員

2単位数

後期 月曜日 ２時限開講期・曜日・時限
2014年度 サービス産業学部 サービスマネジメント学科／2014年度 サービス産業学部 観光学科／2014年度 総合
政策学部 総合政策学科／
2014年度 商学部 商学科／2013年度 サービス産業学部 サービスマネジメント学科／2013年度 サービス産業学部
観光学科／
2013年度 総合政策学部 総合政策学科／2013年度 商学部 商学科／2012年度 サービス産業学部 サービスマネジ

主題と概要
　心身の健康に関するさまざまな問題を取り扱う心理学と医学の応用的な領域として、健康心理学がある。本講義で
は、健康を維持し、増進するため、あるいは病気を予防するための知識を中心に心理学的な側面から学んでもらうこ
とを目的としている。
　例えば、「病気になりやすい性格とは？」「健康を維持し易い性格とは？」「ストレスへの対処の仕方で健康の維
持の程度は違うのか？」「対人関係と健康維持の関係はあるのか？」などの日常生活で生じる疑問について考えてい
く。

到達目標
①ストレスが心身に与える影響について理解することができるようになる。
②パーソナリティが健康に与える影響について理解することができるようになる。
③健康習慣が健康に与える影響について理解することができるようになる。
④精神健康について理解することができるようになある。
⑤対人ストレスが健康に与える影響について理解することができるようになる。

提出課題
授業中に適宜指示します。

履修にあたっての注意・助言他

①中間テスト（40％）授業中に2回程度のテストを実施
②定期試験（60％）

評価の基準

①第1回目の講義では本講座のルールを説明をするため、必ず出席すること。
②基本的なマナーを守って受講すること。守れない場合には、講義への出席は認めない。
　＜マナー＞
　・私語をしない。
　・携帯電話の電源を入れたままにしない。
　・その他、他の人の迷惑になるような行為はしない。
②板書や呈示資料のみを書き写すだけのノートではなく、口頭説明から理解できたことについてもしっかりとメモを
取るノート作りを心がけること。

講義コード 12038履修開始年次 ２年生

教科書

.使用しない.

プリント資料及び参考文献
〔参考文献〕
・金政祐司・大竹恵子 編(2009)『健康と暮らしに役立つ心理学』北樹出版
・島井 哲志 編(1997)『健康心理学』倍風館

第1回：健康心理学とは,健康維持のメカニズム①
第2回：健康維持のメカニズム②
第3回：ストレスと健康①　ストレス理論
第4回：ストレスと健康②　ストレス対処１
第5回： ストレスと健康③ストレス対処２
第6回：　ストレスの測定
第7回：身体的健康とパーソナリティ①　健康とパーソナリティ
第8回：身体的健康とパーソナリティ②　生活習慣病との関係
第9回：健康習慣と健康①　肥満と睡眠
第10回：健康習慣と健康②　喫煙とアルコール
第11回：健康行動　-運動-
第12回：精神健康①　-うつ病-
第13回：精神健康②　-青年期の課題、発達障害-
第14回：精神健康③　災害と健康
第15回：対人関係と健康　 -ソーシャルサポート-

　＊第5回目と第10回目に中間テストを予定しています（授業中に説明)

授業計画

備考

予習・復習

予習については、授業計画を見て、参考文献の中から関連する内容に目を通しておき、重要なキーワードを抜き出し、そ
の意味をノートにまとめて、授業に臨むこと。
復習については、復習用ノートを作成することが望ましい。授業中に説明されたポイントをノートに抜き出し、キーワー
ドを整理すること、また、文章化が必要なものについては、文章化したものをノートにまとめる事が必要である。授業で
は、これまでに明らかとなった研究結果などが図やグラフと共に説明されるが、それらの図やグラフがどのようなことを


